
新
冠
川
河
口
強
震
調
査
報
告

一
、
緒
言
設
に
云
ふ
新
冠
川
強
震
と
は
、
昭
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日

十
三
時
二
十
四
分
過
頃
、
北
海
道
日
高
図
新
冠
川
河
口
(
東
経
一
四
二
、

三
度
1

北
緯
四
二
、
四
度
)
附
近
を
震
央
'
と
し
て
護
震
し
た
強
震
を
指

ナ。
と
の
地
震
の
有
感
覚
直
域
は
極
め
て
庚
く
、
北
海
道
会
館
は
勿
論
、
東

北
地
方
の
殆
ん
ど
全
部
を
含
み
、
関
東
地
方
北
部
迄
及
ん
で
ゐ
る
。
叉
全

図
の
微
動
計
は
何
孔
を
震
動
を
記
録
し
、
遠
く
蚕
湾
に
在
る
微
動
計
と
雄

も
初
期
微
動
経
緩
時
闘
が
観
測
さ
れ
得
る
記
象
を
描
い
て
ゐ
る
。
以
て
後

震
勢
力
の
如
何
に
著
大
で
あ
っ
た
か
が
推
量
さ
れ
る
。

震
央
附
近
で
は
激
し
い
震
動
の
一
魚
、
家
屋
の
壁
に
亀
裂
を
生
じ
、
庭
に

依
つ
て
は
股
落
し
、
建
具
類
は
或
は
裂
け
或
は
倒
れ
、
石
燈
箆
墓
石
類
は

帯

庚|名

三時|護

P-L1分
O 

不 |繕初
|績期

詳 |時徴
i問動

西聖 l初

-B

一
震
度
・

重

一

性

質

占
一
強
人
弱
)
一
家
屋
激
し
く
動
揺
、
液
櫨
溢
向
、
振
子
時
計
停
止
、
陶
器
商
屈
に
僅
少
の
被
害
あ
り
ロ

1由

定号
β之

時

浦
河
測
候
所
長

北

道

男

田

顛
倒
し
又
轄
向
し
た
。
小
規
模

ω
崖
崩
れ
が
数
ケ
所
あ
り
物
置
小
屋
の
倒

壊
し
た
も
の
三
四
棟
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

昨
年
(
昭
和
六
年
)
二
月
十
七
日
に
も
、
今
岡
の
震
央
か
ら
東
南
東
の

方
向
に
約
三

O
粁
距
て
た
地
賠
を
震
央
と
し
、
北
海
道
と
し
て
は
稀
に
見

る
強
震
が
殻
表
し
た
(
気
象
要
覧
並
に
北
海
道
気
象
月
報
同
月
抜
、
勝
、
震

時
報
六
巻
一
統
参
照
)
併
し
、
今
岡
の
も
の
は
、
向
と
れ
に
優
る
も
の
で

あ
る
。

=
、
震
央
並
に
震
源
の
深
さ

先
づ
各
測
候
所
の
微
動
計
に
依
る
観
測
の
結
果
を
左
に
表
記
す
る
ョ
但

し
表
を
簡
略
に
す
石
た
め
人
身
感
覚
の
あ
っ
た
範
聞
に
止
め
る
詳
細
は
気

象
要
覧
に
依
ら
れ
た

L
。

記

事

一(U
三
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河

O 

蘭

二

0
・一

幌

二

O

I
 
l
 
--，F
 

二
二
・
八

幌

二
六
・

O
一
不

E各

二
七
・

G

""" 本~

三
一
-
-

長古

三
四
・
二

室

三
五
・
七

岡

四
0
・三

四
六
・
九
一
三
九
・
八

三
三
・

O

津'

不
一
間
・
八

一
四
・
二

一
九
・

o

ニ
一
・
八

二
七
・

O

一
五
・
四

二
七
・

o

巻

五
六
間
八
・
|
一
三
八
・
l

五
0
・0

一G四

詳詳

一
村
へ
三

0
・
0
一
鵠
壁
鎚
割
引
き
股
落
、
自
記
風
力
計
二
位
上
よ
り
鼠
落
、
自
記
風
陸
計
顛
倒
。
(
詳
細
ぽ
後
記
)

南
-
一
六
・
七
一
強
(
弱
)
一
棚
上
の
物
惜
落
下
1

水
溢
出
.
瀬
戸
物
知
に
被
害
あ
り
。
登
加
担
泉
紅
葉
谷
に
崖
崩
れ
あ
り
つ
常

東
三

0
0
・
0
一
急
一
車
一
時
不
通
と
な
る
。

北
一
一
一
・

0
一
強
へ
謁
)
一
!

同
一
三
一
二
白
肩
急
一
波
艇
塩
出
、
物
館
一
期
倒
せ
る
も
の
あ
り
口

上
三
五

0
4
0
一

一

北
一

0
0
・
0
一

弱

一

ー

ー

ー

東

へ

俊

一

i
l‘
i
'
一

輔
さ
一
一
旦
弱
緩
ハ
弱
)
一
水
平
動
の
人
身
感
倍
あ
り
。

一
吋
↓
町
一
一
一
川
一
閣
一
家
屋
激
し
く
動
揺
し
時
計
止
る
。

批

て

な

一

辺

倒

一

時

計

止

1
人
々
戸
外
に
飛
び
出
す
。

腕
一
駅
一
日
嗣
匂
」
初
期
後
勤
務
問
時
間
は
十
倍
鮫
動
計
に
係
る
。

南
九
・
五
一
弱
(
弱
)
一

四

三

C
・O
一
白
ま
一
!
|

下
一
三
・
七
一
手
元
一

南

三

O
度

同

一

弱

一

|

|

上

五

・

0
一

綬

一

北
三
五
・
心
一
弱
(
弱
)
一

東
一
凋
…
一
一
一
一
梢
念
一
脈
動
甚
仁
O

下
二
」
ノ
ニ
一
弱
(
弱
〉

俊念徴

突
風
の
如
、
き
感
箆
あ
り
c

一
四
七
二
三
輔

副

-
I
・

一
五
一
・
六
一
隅

O
七・

o一
七
一
了
la--
一
醐

一

一

南

O
九
・
四
一
五
九
二
ハ
一
西土

一
一
・
八

七
・
二

一一・ーー

七・
l

四
・
|
一

ム、・五一

予
一
一
弱
(
弱
〉

鮫

|

、
J 

芦
-==-

二
五
・

0
0
・一

形

O
三
・
ニ

ー島



O 八

0 一
八七九七
O ムコ四/、-
四四二泊|

上南上西北主;西南
徴‘
四
O 

七

筑
波
山

一・九一

0
・
凡
一

一
二
三

岡

二
五
・
ベ

柿宇
都
宮

三
一
・
五

前

橋

|後|後

倍
震
央
を
決
定
す
る
方
法
は
幾
通
り
も
あ
る
が
、
と
の
地
震
の
震
央
附

近
の
観
測
所
網
の
粗
な
石
矯
之
、
精
巧
危
地
震
計
の
備
付
の
少
友
い
震
と

で
、
複
雑
危
計
算
或
は
込
み
入
っ
た
作
園

k
裂
す
る
方
法
は
、
仮
令
用
ひ

τも
結
果
を
期
待
さ
れ
な
い
c

又
初
期
微
動
時
間
¢
比
に
依
る
方
法
は
、

と
の
地
震
で
は
描
か
れ
る
べ
き
闘
の
字
経
が
極
め
て
大
主
た
る
飲
黙
が
あ

る
。
従
っ
て
筆
者
は
、
一
先
づ
次
の
方
法
に
依
っ
た
。

今
二
，
つ
の
観
測
所
A
、
B
が
あ
り
、
初
期
微
動
時
聞
を
夫
々
民
、
丸
、
き

す
る
。
日
明
1
n
u“
を
震
央
距
離
、

H
を
一
震
源
の
深
さ
と
す
れ
ば
近
似
的
に
失

の
関
係
が
得
ら
れ
る
G

但
し
T
は
己
知
景
一
に
し
て
、

D
及
び

H
は
未
知
量

主
ず
る
。

K
は
所
謂
大
森
常
数
で
あ
る
Q

同
N同
F
N
H
ロ
~
十
回
H
N
閃
N汀門
~
N
巴
H
N
+
同
HN

~・間同(口門
H阿川
町
民
日
〉

H
巴
H
N
十
己
品
目
0
•••••••••••• 

・

2
)

mw式
の
左
蓬
は
常
数
で
あ
る
か
ら
、
震
央
は
雨
観
測
所
か
ら
の
距
離
の

自
乗
の
差
が
関
同
(
時
下

l
p
J
ι
等
し
い
賠
の
軌
跡
上
に
在
る
事
に
な
る

と
の
軌
跡
は
容
易
に
求
め
ら
れ
る
。
邸
ち
A
を
原
黙
.
と
し
A
B
の
方
向
に

z
軸
を
、
之
B
F
」
直
角
に
U
軸
を
採
れ
ば
、
軌
跡
上
の
任
意
の
黙
の
座
標

z

タ
は
次
の
式
を
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

口、
l
ロ
~
日
(
九
十
日
、
N
)
l〔
H
W
I
N
E
T
q
d
u
M
伺
h
q
l
何
回
日
開
N

(-~!日円
NN)

t
l
同日
(
4
d
N
I
-
-
4
~
)
+
H
W
N

i

l

N

同

(

凶

)

設
に
R
は
雨
観
測
所
問
の
距
離
U

従
っ
て
所
要
の
軌
跡
は

U
軸
か
ら
仰
式
に
依
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
距
離
を

持
つ
M
g

軸
に
平
行
な
直
線
と
た
る
。

他
の
観
測
所
問
、

B
C
、
C
D
、
D
F
等
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
る
か
ら

裁
に
、
と
の
種
の
直
線
の
幾
本
か
が
得
ら
れ
る
。

倍
、
是
等
の
通
線
は
、

K
の
償
さ
へ
正
し
け
れ
ば
'
一
一
瓢
に
於
て
交
る
筈

で
あ
る
。
と
の
黙
が
即
ち
震
央
で
あ
る
。
庭
で
、
K
の
正
し
い
債
は
知
ら
れ

一O五



て
ゐ
な
い
。
併
し
、
大
躍
の
債
は
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
れ
を
応
と
し
、
と

れ
に
小
さ
い
補
正
値
、

K
を
加
へ
た
も
の
を
以
て

K
の
正
し
い
値
'
と
す
る

A
 

州

W
式
か
ら
ぺh

v
h
司日

ω肉。
(
4
P
N
1
4
N
)

|

|

凶

s
h
v

同

N
同

-
・
〈
∞
〉

印
ち
、

K
が
丸
か
ら
広
だ
け
増
せ
ば
、

mw式
の
直
線
は
、

A
か
ら
B
の

方
向
へ
、
閉
式
に
依
っ
て
奥
へ
ら
れ
る
む
だ
け
移
動
す
る
。
減
'
下
れ
ば

反
封
に

i
の
方
へ
移
動
す
る
。
依
っ
て
、
始
に

L
を
以
て
、
問
式
の
直
線

を
引
く
河
交
黙
は
一
般
に
一
黙
に
於
て
交
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
、
閉

式
に
依
っ
て
K
の
増
減
に
封
す
る
各
直
線
の
移
動
模
様
が
判
る
か
ら
、

Kム

を
如
何
に
撰
べ
ば
交
賠
が
最
も
近
接
す
る
か
を
判
断
す
る
事
ほ
さ
し
て

難
事
で
は
な
い
。
斯
く
し
て
震
央
並
に
K
の
正
し
い
値
が
求
め
ら
れ
る
。

叉、

A
を
中
心
と
し
、
同

F
を
字
経
ル
」
ず
る
固
に
、
震
央
を
通
る
最
短
弦

を
引
け
ば
、
そ
の
宇
八
刀
が
震
源
の
深
さ
と
な
る
。

以
上
の
方
法
を
用
ひ
、
室
蘭
、
札
幌
、
旭
川
、
釧
路
の
四
ケ
所
の
材
料

を
以
て
、
と
の
地
震
の
震
央
を
定
め
る
さ
、
新
冠
川
河
口
か
ら
上
涜
へ
約

九
粁
の
地
貼
ー
と
な
り
、
気
象
要
覧
の
震
央
主
一
致
す
る
。
(
第
一
周
参
照
〉

固
に
一
示
す
如
く
、
と
の
場
合
、
丸
を
お
、

K
を

ω印
ち
K
を

ωー
と
採
れ
ば

ム

四
本
θ
直
線
は
殆
ん
ど
一
黙
に
於
て
相
合
す
る
。
J

一O
六

震
源
の
深
さ
を
求
め
る
と
、
四
ケ
所
の
平
均
で
約
二
十
粁
主
た
る
が
、

一
般
に
と
の
種
の
方
法
印
ち
K
が
常
数
で
あ
る
と
の
仮
定
、
詳
一
一
目
す
れ
ば

地
震
波
が
直
進
す
る
之
の
仮
定
で
求
め
た
債
は
、
深
く
出
過
ぎ
る
。
従
っ

て
と
の
地
震
の
震
源
は
極
め
て
浅
い
も
の
と
見
る
の
が
至
営
で
あ
る
。

三
、
震
度
分
布

第
二
国
は
震
度
分
布
の
模
様
を
示
す
。
等
震
度
線
は
北
海
道
に
於
て
は

大
韓
同
心
固
と
た
っ
て
ゐ
る
が
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
に
沿
っ
て
著
し

く
南
に
延
び
て
ゐ
る
。
と
れ
は
同
地
方
の
地
殻
左
構
成
す
る
岩
石
の
性
質

。11
夜市"，1{J(. 
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に
依
因
す
る
ら
し
く
、
襟
裳
岬
附
近
を
震
央
'
と
す
る
地
震
に
偶
有
左
震
度

分
布
型
で
あ
る
。

愛

生

グ

布

引

0
1
4
、
税

qH'g-度

H
F
働
d
h
引
J

叩
唄

・
骨
内
初
品
野

n
q

凡
霊
手
愛
知

初
動
分
布
、
初
震
の
機
巧

各
地
で
観
測
さ
れ
た
初
動
を
、
共
大
き
さ
を
考
へ
，
に
入
れ
や
に
地
国
上

に
記
入
す
る
と
第
三
国
の
如
〈
な
る
。
但
し
、
震
央
距
離
の
大
き
い
庭
ピ

は
、
そ
の
債
が
小
さ
い
の
で
之
を
除
外
し
た
。

今
震
央
を
原
知
之
し
、
緯
度
線
、
経
度
線
よ
り
約
二

O
度
右
に
廻
縛
し

た
座
標
軸

m
y
を
採
る
と
、
第
一
、
第
三
象
限
で
は
一
初
動
は
向
震
央
で
あ

り
、
第
二
、
第
四
象
限
で
は
反
震
央
で
あ
る
、
依
っ
て
と
の
地
震
を
水
平

断
屡
に
依
る
も
の
と
し
、
震
央
の
西
側
の
地
塊
が
北
へ
東
側
の
地
一
兆
が
南

へ
、
突
然
に
移
動
し
た
ー
と
仮
定
す
る
と
、
初
動
分
動
は
一
先
づ
説
明
さ

れ
る
u

或
は
叉
震
央
の
北
側
が
西
へ
、
南
側
束
へ
突
進
し
た
£
も
見
ら
れ

る
.
併
し
、
第
二
象
限
の
溺
幌
大
泊
で
は
初
動
が
南
々
西
に
、
而
も
上
に

出
て
ゐ
る
。
若
し
A

貨
際
に
さ
う
で
あ
れ
ば
斯
る
皐
純
な
初
震
機
巧
の
仮
定

を
許
さ
な
い
か
に
見
え
る
。

回
、
浦
河
測
候
所
管
内
の
震
度
並
に
被
害

浦
河
測
候
所
管
内
部
ち
北
海
道
日
高
園
内
の
遁
営
な
佃
所
に
在
る
役
場

小
墜
校
、
燈
蚕
等
に
照
合
し
て
得
た
る
同
答
を
左
に
掲
げ
る
。

記

地

5
一
・
震
度
一
・

2
3
一

4
一
性
質
一
割
町
一

手
一
強
(
弱
)
一
言
1

一
家
屋
激
し
く
動
揺
し
、
水
盗
る
、
初
め
上
下
動
忽
ち
水

里
一
樹
念
一
定
・

1
一
平
動
と
な
る
、
地
時
遠
雷
の
如
し
、
被
害
な
し
。

裳
百
句
)
一
品
…
し
玄
激
な
る
水
平
動
、
被
害
な
し
。

泉
五
句
)
一
無
し
一
緩
慢
な
る
水
平
動
被
申
官
な
し
。

事

庶襟幌
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一
強
引
吻
)
一
不
明
一
念
激
な
る
上
下
動
・
小
皐
校
の
壁
破
損
、
陶
磁
器
対

一

J

一
一
破
損
急
激
な
る
上
下
動
に
初
り
援
慢
な
る
水
平
動
に

:

一

強

一

言

1

一
約
十
位
。
戸
棚
倒
壊
し
瀬
戸
物
類
の
破
損
多
し
D

水
瓶

信

一

念

一

手

E
一
の
倒
れ
大
破
せ
る
も
の
も
多
し
。
窓
硝
子
は
殆
ん

ε

一
一
一
割
る
。
土
識
の
壁
に
亀
裂
を
生
ず
。
物
置
小
屋
一
一
棟

一

一

一

倒

壊

す

。

地

鳴

遠

宵

の

如

し

ロ

石
一
強
匂
)
一
有
り
一
同
一
説

M
竿
動
・
瓶
一
類
破
損
す
。
地
鳴
開
き
た
る

一
一
一
急
激
な
る
震
動
に
し
て
、
土
地
の
庭
々
に
亀
裂
を
生

3
一
強

7
3
1

一
じ
建
物
傾
き
た
る
も
の
あ
り
、
商
品
家
具
、
什
器
の

訴
し
一
山
一
手
P

一
願
倒
破
損
せ
る
も
の
移
し
。
物
置
小
屋
一
棟
倒
壊
す

一
;
一
一
損
害
見
積
、
一
高
二
千
闘
。
地
鳴
遠
官
の
如

L
c

冠
一
号
一
千
五
日
認
の
へ
長
九
時
。
る
水
平
動
、
翌
朝
へ
か
け

一
一
一
急
激
な
る
上
下
動
に
じ
て
、
人
々
戸
外
に
飛
び
出
し

一
理
一
ド
ノ
一
た
る
も
起
つ
能
は
ず
地
上
に
座
る
。
棚
上
の
物
控
凡

却
一
念
一
，
界
各
一
て
落
下
し
、
土
蔵
の
壁
破
損
す
損
害
約
千
五
百
闘
と

一

一

一

見

積

ら

る

。

一
強
(
弱
)
一
一
緩
呈
ζ

る
k
平
動
に
し
て
器
具
類
落
下
破
損
す
、
地

取
一
綬
一
有
り
一
盟
主
貯
の
か

L
O

負
誌
が
掛
)
一
有
り
一
鴨
川
町
上
下
動
、
洪
水
の
襲
来
す
る
が
如
き
地
鳴
を

一
切
無
シ
一
念
激
な
水
平
動
。
人
睦
に
約
十
秒
感
ず
。

右
表
を
見
る
と
、
管
内
中
弱
震
を
感
じ
た
の
は
北
海
道
中
央
部
に
近
い

右
左
府
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
は
総
て
強
震
で
あ
る
、
叉
震
央
に
近
づ
く
に

従
っ
て
震
度
も
強
く
、
静
内
で
は
最
も
被
害
が
多
い
。
噌
回
収
も
震
止
へ
に
近

接
し
て
ゐ
る
、
新
冠
で
は
反
っ
て
強
震
の
弱
を
感
じ
被
害
も
皆
無
で
あ
っ

た
。
併
し
斯
う
云
ふ
現
象
は
他
の
地
震
に
も
屡
々
見
受
け
る
庭
で
あ
っ

一O
八

て
.
、
そ
の
設
明
の
如
何
は
別
在
し
て
、
敢
て
具
ー
と
す
る
に
足
ら
な
い
。
同

地
で
は
報
告
に
も
あ
る
、
通
・
り
。
翌
朝
迄
十
七
八
同
の
余
震
を
感
じ
て
ゐ

る
ο

浦
河
測
候
所
で
は
十
一
同
で
あ
っ
た
。

玉
、
浦
河
測
候
所
並
に
其
附
近

測
候
所
に
於
て
は
、
後
震
後
瞬
時
に

L
て
自
記
風
力
計
は
肇
上
よ
り
願

落
し
て
破
損
し
、
ダ
イ
ン
ス
自
記
風
塵
計
は
一
本
の
脚
が
折
れ
た
た
め
顛

倒
破
損
、
壁
は
到
る
庭
趨
裂
を
生
じ
或
は
股
落
し
、
地
震
計
(
気
象
蓋
型

簡
単
微
動
計
)
は
北
西
方
に
約
十
糎
蓋
上
を
、
こ
り
、
晴
雨
計
の
支
柱
も
北

西
方
に
約
十
度
傾
い
た
υ

幸
に
も
晴
雨
計
口
に
て
安
全
で
あ
っ
た
。
測
候

所
敷
地
及
び
共
附
近
に
十
数
僚
の
亀
裂
が
生
じ
、
ー
共
の
内
の
一
一
僚
が
露
場

の
銭
管
地
中
寒
暖
計
の
列
を
丁
度
横
切
っ
た
の
で
五
本
の
内

O
、
五
米
と

一、

O
米
O
二
本
は
列
を
離
れ
て
飛
び
出
し
た
。
百
葉
箱
も
著
し
ぐ
傾
斜
し

自
記
掛
は
倒
れ
最
高
低
寒
暖
計
は
落
下
し
、
最
高
寒
暖
計
は
折
損
し
た
Q

乾
球
寒
暖
計
は
下
の
止
め
枠
か
ら
股
出
し
て
ゐ
た
。
無
線
電
信
受
信
用
の

空
中
線
は
も
つ
れ
柱
の
支
線
は
著
し
く
緩
ん
だ
l

附
属
公
宅
も
被
害
多
く
、
襖
は
外
れ
障
子
は
裂
け
壁
は
殆
ん
ど
亀
裂
し

庭
々
落
下
し
た
υ

一
枚
の
障
子
は
倒
れ
た
上
へ
丁
度
壁
が
落
ち
か
か
っ
?

た
め
、
滅
茶
滅
茶
に
破
壊
さ
れ
た
。

泊
河
町
一
帯
は
、
震
度
は
一
様
に
強
震
と
判
断
さ
れ
た
る
が
、
被
害
程



度
か
ら
推
じ
て
測
候
所
附
近
よ
り
稿
震
度
が
弱
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
印

ち
。
壁
に
は
線
て
亀
裂
が
入
っ
た
が
脱
落
し
た
家
は
稀
で
あ
り
、
建
具
類
、

の
外
れ
た
も
の
少
く
、
重
量
の
あ
る
、
柏
安
定
た
器
物
は
大
部
分
勝
倒
し

・
な
か
っ
た
。

墓
地
の
墓
石
は
、
倒
れ
た
も
の
六
伺
、
特
向
し
或
は
位
置
を
や
ら
せ
た

も
の
約
三
十
側
、
他
の
全
部
は
多
か
れ
少
か
れ
何
れ
も
傾
い
た
。

光
照
寺
境
内
に
庭
置
物
と
し
て
据
付
け
ら
れ
で
あ
っ
た
古
ボ
イ
ラ
ー

合
同
さ
六
尺
二
寸
、
直
径
二
尺
五
寸
.
厚
さ
四
分
の
餓
板
製
〉
は
顛
倒
し

門
前
広
在
る
高
さ
約
七
尺
の
石
塔
は
四
十
五
度
縛
向
し
て
ゐ
た
。
以
上
石

塔
刻
の
特
向
し
た
方
向
は
殆
ん
ど
総
て
反
時
計
の
方
向
で
あ
り
、
顛
倒
し

た
方
向
は
大
部
分
北
西
方
で
あ
る
。

叉
浦
河
町
を
貫
流
す
る
鱗
別
川
の
石
垣
は
ニ
ケ
所
長
さ
約
五
聞
及
び
三

聞
に
亘
っ
て
崩
壊
し
た
。

拾
に
注
意
す
べ
き
は
、
浦
河
測
候
所
(
浦
河
市
街
地
の
後
方
高
さ
三
十

ニ
米
の
低
峰
土
に
在
り
〉
の
震
度
が
前
述
の
如
く
、
市
街
地
方
面
よ
り
震

度
が
強
か
っ
た
事
で
あ
る
。
従
来
の
地
震
で
は
街
方
面
の
住
家
が
微
震
程

度
の
感
覚
が
あ
る
場
合
.
測
候
所
で
は
無
感
覚
の
時
が
多
い
、
普
通
震
度

が
約
一
階
級
低
い
の
を
常
・
と
す
る
。
今
回
は
正
反
封
と
な
っ
て
ゐ
る
。
同

じ
事
が
浦
河
紳
祉
に
就
い
て
も
見
ら
れ
た
。
紳
一
祉
の
・
拝
殿
は
、
測
候
所
の

山
積
き
で
高
さ
約
二
十
米
の
庭
に
設
け
ら
れ
、
枇
務
所
は
丁
度
共
山
下
に

存
る
。
一
位
掌
山
内
氏
の
一
一
=
口
に
依
れ
ば
、

A
7
迄
の
地
震
で
は
‘
枇
務
所
に
小

被
害
が
あ
っ
て
も
拝
殿
に
は
何
等
異
常
の
な
い
の
を
常
'
と
す
ろ
が
、

A
7
同

の
地
震
で
は
、
拝
殿
の
御
鏡
は
壊
れ
、
置
物
の
高
一
麗
貌
は
塁
上
か
ら
落
ち

丁
皮
肉
告
が
反
封
に
な
る
迄
移
動
し
、
御
供
物
は
総
て
顛
倒
落
下
し
た
が

枇
務
所
で
は
被
害
は
僅
少
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
U

叉
奔
殿
の
敷
地
内
に
長

さ
約
七
聞
に
亘
っ
て
崖
崩
れ
が
起
っ
た
。

六
、
鈴
震

強
震
後
生
後
大
小
多
数
の
余
震
頻
裂
し
、
現
在
〈
昭
和
八
年
一
月
〉
に

至
る
も
歓
ま
な
い
が
、
漸
失
平
静
に
復
し
つ
つ
あ
る
。
今
十
二
月
三
十
一

日
迄
浦
河
測
候
所
に
於
て
親
測
し
た
余
震
回
数
を
日
別
に
示
す
主
左
表
の

如
く
な
る
。

二
十
六
日
に
総
同
数
八
十
一
同
を
観
測
し
た
が
、
翌
日
は
既
に
四
十
四

岡
、
翌
々
日
は
二
十
六
同
に
激
減
し
て
ゐ
る
。
共
後
は
日
左
共
に
漸
減
し

十
二
月
下
旬
に
入
つ
で
は
杢
然
余
震
の
な
い
日
さ
伐
あ
る
。
印
ち
共
減
衰

模
様
は
、
普
通
の
ぬ
同
居
性
地
震
に
側
有
な
型
で
あ
る
。

七
、
浦
河
地
方
の
過
去
の
地
震

浦
河
測
候
所
は
、
昭
和
二
年
一
月
の
創
立
で
あ
る
か
ら
、
浦
河
地
方
の

往
年
の
地
震
に
就
い
て
は
何
等
記
録
は
得
ら
れ
た
い
が
、
土
地
在
住
の
古

一OJ九
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一 一
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二一 O 九八七六五四

一一四二三七五四三
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有感癒岡を

一 月
計 一

一一一 一一 一一.一一 一一 日
一九五四三

一 数京同患・
-ノE、M‘ 
|五一一一|ー

有鞍感恒]

!三|ー!

老
の
一
一
一
口
を
綜
合
す
る
に
、
浦
河
地
方
は
古
来
地
震
が
多
い
が
就
中
、
明
治

二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
〈
日
は
或
は
正
確
で
な
い
か
も
知
れ
ぬ
、
叉
二

十
七
年
主
云
ふ
人
も
あ
る
が
教
は
少
な
い
〉
に
激
し
い
地
震
が
あ
り
、
数

日
に
亘
っ
て
無
数
の
余
震
が
頻
愛
し
た
た
め
、
住
民
一
向
極
度
に
怖
へ
、

避
難
し
た
者
、
避
難
の
準
備
を
し
た
者
相
官
に
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
叉
北
ハ

後
も
屡
)
ム
地
震
が
あ
っ
た
が
今
回
及
び
昨
年
の
や
う
な
大
地
震
は
た
か
っ

た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。

明
治
二
十
六
年
五
月
、
或
は
明
治
二
十
七
年
五
月
に
は
、
他
の
地
方
で

大
地
震
が
起
っ
て
ゐ
た
い
。
叉
ト
常
時
の
震
動
模
様
を
聞
け
ば
、
性
質
が
極

め
て
念
激
で
あ
っ
た
絞
子
だ
か
ら
、
先
一
つ
近
地
地
震
'
と
忠
は
れ
る
U

八
、
結
語

以
上
の
調
査
を
要
約
す
れ
ば
弐
の
数
項
主
な
る
。

(
一
〉
震
央
は
北
海
道
新
冠
川
河
口
か
ら
上
流
へ
約
九
粁
の
地
勤
。

(
二
)
震
源
は
極
め
て
認
く
、
最
大
に
見
積
っ
て
も
二
十
粁
を
越
へ
た
い

賓
際
は
給
ん
ど
地
表
附
近
で
あ
ら
う
。

会
一
)
震
央
の
東
側
の
地
塊
が
南
へ
西
側
の
地
塊
が
北
へ
、
突
然
に
移
動

し
た
或
は
北
側
が
西
へ
南
側
が
東
へ
動
い
た
'
と
し
て
も
よ
い
。
水
平

断
唐
に
依
る
ξ
説
明
さ
れ
る
(
初
動
八
刀
布
よ
り
考
へ
て
)
。

(
四
)
浦
河
町
附
近
で
は
、
石
塔
類
の
倒
れ
た
方
向
は
北
西
方
的
特
向
し
た

方
向
は
反
時
計
の
方
向
が
多
い
。


